
 

 

アジル紙じゅ 平成 29 年度 学力向上研修会 (H29.6.20) 

「新学習指導要領が目指すこれからの授業づくりの在り方」 

                  齊藤 一弥 先生 
   

近未来を生きる 富山の児童生徒を育てるために  

「深い学び」を目指す授業づくりのポイント 

 
 

➋まとめに至る授業構想（展開）を見直しましょう！ 
教師の構想が子供の思考の流れと乖離していると、教師は 

教えているのに子供は何を学んでいるか分からないという状 

況になってしまいます。 
□教科の本質に迫る問題解決の過程を仕組んでいますか？ 

□子供の思考に沿った問題解決の過程になっていますか？ 

 

➊授業の｢まとめ」｢振り返り｣を見直しましょう！ 
   新学習指導要領に示されている育成すべき資質・能力を 

確認することが大切です。 
□本時のねらいが評価できる｢まとめ｣「振り返り」になっていますか？ 

□資質・能力の成長や、教科ならではの見方・考え方の変容を自覚 

（メタ認知）できるようになっていますか？ 

(例)「○○が分かった」だけでなく 

→「～の場面で使えそうだと思った」 

      「最初は難しそうだったけれど、共通点が見つかった」 

       「～に着目したり、～で比べたりすると解決できそうだ」 
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学力向上研修会や拠点校の取組等を授業改善に生かしましょう！ 
6 月 20 日に行われた学力向上研修会の講師 齊藤一弥先生には、昨年度の拠点校研修会でもご講演い

ただきました。その内容「改訂が目指す授業づくりの基本『自立･協働･創造』」「内容重視から能力重視へ」

は、Ｈ28 あしすと第 25 号に掲載されていますので併せて参照ください。（ＨＰ掲載） 

参加された先生方が中心となり、これらの内容を校内研修会等でぜひ広めていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

  

がんばろう 

富山の先生！ 

➌子供の思考を深める｢価値ある問い｣となるように吟味 
しましょう！ 

   例えば、既習の知識や技能を駆使することで解決の見通し 

がもてるような問いは、｢単なる知識を、使える知識へ活性 

化させる価値｣をもつといえます。 
 □教科の本質に迫る問いになっていますか？ 

 □子供にとって考える必然性のある問いになっていますか？ 

 □知識や技能が活性化される問いになっていますか？ 

 

課題づくりに当たっての工夫 

・生活経験や既習内容を想起できるもの 

・今までの知識､概念とのズレを生むもの 

・もっている知識・技能を活用する場を 

 見通せるもの          

など 

 
 
 

「深い学び」とは… 

習得･活用･探究という学びの過程の中で 

各教科等の「見方･考え方」を働かせながら、 

・知識を相互に関連付けてより深く理解する 

・情報を精査して考えを形成する 

・問題を見いだして解決策を考える 

・思いや考えを基に創造する こと 

 
 

 
 
 
 
 

｢深い学び｣をしない 

限り､教科の本質に 

迫っていくことがで

きない 
 
そのことを踏まえた 

授業づくりを！  
 

「深い学び」とは… 
 

限りなく 

近付ける 
 

 
                       

全国学力・学習状況調査結果を授業改善に生かす研修 
                要請訪問研修より 

Ａ小学校では、「主体的」「対話的」

「思考が深まる」という言葉の具体

を実際の子供の姿から明らかにして

研修を進めています。全国学力・学

習状況調査の自校採点の結果を基に

分析を行い、課題や指導のポイント

等について、Ａ小学校の研究主題と

の関連を図りながら研修しました。 

 

 

 

 

  

本校の研究主題や研究の視点に
沿って、本校における授業改善の
ポイントを全体で共有することが
できました。 

 

【学習問題】  

 学習発表会に来る24人

分のメダルを作る材料

として、今あるリボン

2000㎝で足りるでしょ

うか。 
 
 

 

【学習課題】 リボンが足りるかどうかを調べるために立てた式の意味や 

判断したわけを説明しよう。 

 

全国学力・学習状況調査では、問題そのものが 
授業場面になっています。 

H28 小学校算数Ｂ 

友達の立てた式の意味

や判断の根拠と結論を説

明する活動を取り入れま

しょう。 

式の意味を問題場面と関連

付けて解釈し､その意味に基づ

いて的確に判断できるように

することが大切です。 

 

今回の学習指導要
領の改訂を授業づく
りを見直す機会にし
ましょう。 

【学習問題】  

 学習発表会に来る24人

分のメダルを作る材料

として、今あるリボン

2000㎝で足りるでしょ

うか。 
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